
R４実績報告

ポピュレーションアプローチ

～高齢者の通いの場における健康・栄養相談～

参考 健康支援型配食サービス体験会

ショッピングモールを活用したフレイルチェック相談会
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【場所】市内自治会館やコミュニティーセンター等

【スタッフ】市民のボランティア 【参加者】5～25名程度、介護認定者も参加可能

ポピュレーションアプローチ
（講話）

1 フレイルを知っていますか？
フレイル予防のポイントは・・・。
今日はチェックをしてみましょう。

質問票の集計・分析
4

体重が減ったようですね。
体調はいかがですか？

最近の様子を思い出して
書いてみてください。

質問票記入・回収
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ハイリスクアプローチ
（個別相談）

3

事業の流れ（イメージ）

＜留意点＞

○公平性を保つため、

参加希望を募る手上げ制

○「住民主体」を尊重

○単発でなく、複数回継続

して参加

※市が社会福祉協議会に委託し、地区社協が開催（市内約50か所）ミニサロン概要

実施体制 【従事者】管理栄養士・歯科衛生士 【頻度】年2回程度
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（１） ミニサロンでの取組み



地域高齢者の通いの場「ミニサロン」実施内容

講話（栄養・歯科）

個別相談（栄養・歯科）

フレイルチェック

※後期高齢者の質問票を使用

４年間で44か所（約900名※）へ
保健事業を展開（全体の約８割）

※65歳以上自立高齢者の1.9%にあたる 3



・ 健康づくり推進課

地域の高齢者

自治会館等

通いの場

健康栄養相談・
健康講話

参加

専門職
（管理栄養士・
歯科衛生士等）

神奈川県
広域連合

委託契約
情報共有

社会福祉
協議会

サロン
活動支援

出張運営（地区社協）
市内約50サロン

参加の働きかけ

神奈川県立
保健福祉大学

活動
アドバイス

市役所

体 制 図

通いの場
（ミニサロン）

【一体的に実施】
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ある, 3.7%

ない, 96.3%

健康支援型配食サービスを

利用したことがありますか

n=356

 社協と連携し、保健事業実施できる体制は確立。

 ミニサロンは市内通いの場の一部であり、活動の場の拡大が必要。

フレイル予防の普及啓発を継続 ＋ R4は健康支援型配食の啓発

知っている, 

40.6%知らない, 
59.4%

健康支援型配食サービスを知っていますか やまと食の応援団
パンフレットを活用
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【R4実施状況】

・ 23か所（延べ37回）

・延べ572名（チェック票363名）

・個別相談42件

フレイル予防に加え、

健康支援型配食サービスの

普及啓発を実施

配食に
ついて掲載

介入あり, 

44か所

介入なし, 

9か所

ミニサロンでの保健事業

介入サロン数 （全53か所中）



健康支援型配食サービスの普及啓発と、オーラルフレイル予防に関する意識づけを

行うことを目的に、「健康支援型配食サービス体験会」を実施

【期間】2022年10月～11月／全4回

【定員】各回30名

【場所】市内公共施設

【従事者】管理栄養士・歯科衛生士

【参加者】・R3長寿健診でオーラルフレイルの

リスク2項目に該当する者 85名
・管理栄養士の講話を行った

ミニサロンの参加者26名

計111人参加

「配食」×「オーラルフレイル」で

お口のリスクがある方の

参加者数が、大幅に増えました！

健康支援型配食サービスの活用（食育との連動）
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参考



ショッピングモールの活用（立ち寄り型）

 ショッピングモール（イオン大和店）を活用し、

専門職によるフレイル予防を普及啓発

 事前予約なし・立ち寄り型相談会を開催

（関心が少ない層がターゲット）

【対象】65歳以上希望者

【従事者】 管理栄養士・歯科衛生士

【実施内容】1回 2時間

 フレイル予防の普及啓発 35件

 個別相談（10分程度）21件

・平均年齢74.0±9.2歳

・ミニサロン未参加者

・男性4人・女性17人、市内在住19人
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チラシによる普及啓発⇒

参考

 ミニサロン以外の高齢者へフレイル予防の普及啓発できた。

 様々な機会を捉えて、フレイル予防に取組んでいきたい。
（月イチ学園祭ではフレイル健康サポーターとも協働）


